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議会だより 平成２７年１１月２４日  第１４９号　
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平成27年８月第５回（臨時会）香芝市議会の結果
　８月２５日の臨時会では、理事者提出の２議案を総務企画委員会に付託し、慎重に審議しました。

《理事者提出議案》

議案番号 議　　　　　案 審議の結果（議長を除く）

議 第 40 号 平成27年度香芝市一般会計補正予算（第２号）について 原案可決
出席14名
賛成12名
反対２名

議 第 41 号 財産の取得について 原案可決
（全会一致・出席14名）

会期：９月７日～９月30日の24日間
　９月定例会では、理事者提出の２１議案、議員提出の２議案について慎重に審議しました。

《理事者提出議案》

議案番号 議　　　　　案 審議の結果（議長を除く・欠席１名）

報 第 10 号 平成26年度決算における健全化判断比率及び資金不足比率の
報告について 報告受理（出席者14名）

報 第 11 号 損害賠償の額の決定の専決処分の報告について 報告受理（出席者14名）

議 第 42 号 香芝市個人情報保護条例の一部を改正することについて 原案可決
出席13名
賛成11名
反対２名

議 第 43 号 香芝市附属機関設置条例の一部を改正することについて 原案可決
（全会一致 ･ 出席者13名）

議 第 44 号 香芝市手数料条例の一部を改正することについて 原案可決
（全会一致 ･ 出席者13名）

議 第 45 号 平成27年度香芝市一般会計補正予算（第３号）について 原案可決
（全会一致 ･ 出席者13名）

議 第 46 号 平成27年度香芝市介護保険特別会計補正予算（第２号）について 原案可決
（全会一致 ･ 出席者13名）

議 第 47 号 香芝市庁舎耐震補強等改修工事請負変更契約の締結について 原案可決
（全会一致 ･ 出席者13名）

平成27年８月第５回（臨時会）香芝市議会の結果

平成27年９月第６回（定例会）香芝市議会の結果平成27年９月第６回（定例会）香芝市議会の結果
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議案番号 議　　　　　案 審議の結果（議長を除く・欠席１名）

議 第 48 号 平成26年度香芝市水道事業剰余金の処分について 原案可決
（全会一致 ･ 出席者13名）

議 第 49 号
（追加議案）

広陵町・香芝市共同中学校給食センター建設工事委託契約の
締結について 原案可決

出席13名
賛成11名
反対 2名

議 第 50 号
（追加議案）

広陵町・香芝市共同中学校給食センター厨房機器設備工事委
託契約の締結について 原案可決

出席13名
賛成10名
反対 3名

認 第 １ 号 平成26年度香芝市一般会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
出席13名
賛成11名
反対 2名

認 第 ２ 号 平成26年度香芝市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
について 原案認定

出席13名
賛成11名
反対 2名

認 第 ３ 号 平成26年度香芝市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について 原案認定

出席13名
賛成11名
反対 2名

認 第 ４ 号 平成26年度香芝市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 原案認定

出席13名
賛成11名
反対 2名

認 第 ５ 号 平成26年度香芝市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

原案認定
（全会一致 ･ 出席者13名）

認 第 ６ 号 平成26年度香芝市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

原案認定
（全会一致 ･ 出席者13名）

認 第 ７ 号 平成26年度香芝市財産区財産特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

原案認定
（全会一致 ･ 出席者13名）

認 第 ８ 号 平成26年度香芝市水道事業会計決算の認定について 原案認定
（全会一致 ･ 出席者13名）

同 第 ６ 号 香芝市公平委員会の委員の選任につき同意を求めることにつ
いて

原案同意
（全会一致 ･ 出席者14名）

同 第 ７ 号 香芝市教育委員会の委員の任命につき同意を求めることにつ
いて

原案同意
（全会一致 ･ 出席者14名）

《議員提出議案》

議案番号 議　　　　　案 提出者 審議の結果（議長を除く・欠席１名）

意 見 書
第 ３ 号 憲法違反の安保法制に反対する意見書 中村　良路 原案可決

出席13名
賛成７名
反対６名

意 見 書
第 ４ 号

ICT 利活用による地域活性化とふるさとテ
レワークの推進を求める意見書 中山　武彦 原案可決

（全会一致 ･ 出席者13名）
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各議員の賛否の状況（全会一致を除く）

　　　議員

議案

福
岡　

憲
宏

上
田
井
良
二

中
井　

政
友

下
村　

佳
史

池
田　

英
子

中
山　

武
彦

奥
山　

隆
俊

森
井　

常
夫

中
村　

良
路

関　
　

義
秀

小
西　

高
吉

細
井　

宏
純

中
川　

廣
美

河
杉　

博
之

議 第 4０ 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 第 42 号 ○ ○ × ○ × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 第 49 号 ○ ○ × ○ × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 第 50 号 ○ ○ × ○ × ○ － ○ ○ ○ ○ × ○ ○

認 第 １ 号 ○ ○ × ○ × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 第 ２ 号 ○ ○ × ○ × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 第 ３ 号 ○ ○ × ○ × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 第 ４ 号 ○ ○ × ○ × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※北川議長は採決に加わりません。	 （賛成……○、反対……×、退席……△、欠席……－）

森井常夫 議員 中川廣美 議員

15年表彰受賞者

奈良県市議会議長会より表彰を受けられました
特別表彰受賞者

細井宏純 議員 小西高吉 議員 関義秀 議員 中村良路 議員 奥山隆俊 議員

10年表彰受賞者

　奈良県市議会議長会より、正副議長を２年以上つとめ、
市政の発展に貢献した功績に対して、森井常夫議員が特
別表彰を受賞されました。
　また、15年以上市議会議員として市政の発展に貢献した
功績に対して、中川廣美議員、10年以上市議会議員として
市政の発展に貢献した功績に対して、細井宏純議員、小
西高吉議員、関義秀議員、中村良路議員、奥山隆俊議員
が表彰を受けられ、９月７日の本会議初日に伝達式が行
われました。
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	 主な議案内容と委員会審査の概要	 （平成 27年９月議会）

議第42号　�香芝市個人情報保護条例の一部を改正す
ることについて

【議案内容】
　平成27年10月から住民票を有しているすべての個
人に、個人番号が付番されることに伴い、香芝市が
保有する特定個人情報の適正な取り扱いを確保する
ため、条例の一部を改正するものである。
【審査の概要】
（質疑）�本人が自分の意思を示すことが困難な場合、

法定代理人、任意代理人の確認はどのように
行うのか。

（答弁）�法定代理人は戸籍謄本など、また、任意代理
人は委任状により確認することになる。

議第44号　�香芝市手数料条例の一部を改正すること
について

【議案内容】
　個人番号通知カード、個人番号カードが順次交付
されることに伴い、紛失等による再交付手数料を定
めるものである。再交付手数料の金額は、総務省の
基準額に基づき、通知カードを500円、個人番号カー
ドを800円とする。
【審査の概要】
（質疑）�当初の個人番号カードの交付は無料と認識し

ているが、再交付の手数料が必要になるのは、
どのような場合が想定されるのか。

（答弁）�紛失や破損、また、汚れなどで番号の識別が
できなくなった場合が考えられる。

議第45号　�平成27年度香芝市一般会計補正予算
（第３号）について

【議案内容】
　歳出の主な内容は、防犯カメラ機器等購入費で700
万円、学童保育所新設工事で490万円などの補正を行
う。
　また、歳入の主な内容は、教育債で学童保育所施
設整備事業債390万円、耐震補強事業債で250万円な
どの補正を行い、歳入歳出それぞれ2,078万8千円を
追加するものである。	

【審査の概要】
（質疑）�防犯カメラの設置は、どのように設置場所や

台数を決めたのか。
（答弁）�警察と協議を行い、不特定多数の方が通行す

るところや、また、今後発生する可能性が高
い各駅前に設置を決めた。

（質疑）�学童保育所の新設工事費490万円は、どのよ
うな内容なのか。

（答弁）�真美ヶ丘西学童保育所の建替えに伴う水道工
事費と、五位堂学童保育所の電線引き込み工
事費である。

認第２号　�平成26年度香芝市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算について

【議案内容】
　歳入総額が72億986万718円、歳出総額が70億7,255
万5,245円であり、歳入歳出差引額、実質収支額は共
に１億3,730万5,473円である。
【審査の概要】
（質疑）�国民健康保険料の差引額が大きく減額となっ

ているのはなぜか。
（答弁）�主に、低所得者に対する軽減措置が拡充され

たことによって大きな減額となっている。

認第５号　�平成26年度香芝市下水道事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

【議案内容】
　歳入総額が18億1,456万7千円、歳出総額は18億89
万5千円で、歳入歳出差引額は1,367万2千円であり、
翌年度に繰り越すべき財源を除いた実質収支額は
1,257万9千円である。
【審査の概要】
（質疑）�家を新築した後に下水道が整備され、簡易浄

化槽から下水道へ接続する場合は、どのよう
に指導しているのか。

（答弁）�通常、新築の場合は、設計段階で業者等から
下水道に接続が可能か問い合わせがあるの
で、その時点で指導を行っている。
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委員会審査の概要

決算特別委員会（９月14日～15日）

委員長　細井　宏純　　副委員長　福岡　憲宏
委　員　中村　良路　　奥山　隆俊　　池田　英子　　下村　佳史　　上田井　良二

【案件】「認第１号　平成26年度香芝市一般会計
歳入歳出決算の認定について」

　歳　入　総　額　２３５億３，３４５万１千円
　歳　出　総　額　２３０億５，９７６万８千円
　歳入歳出差引額　　　４億７，３６８万３千円

　�　決算特別委員会は、２日間慎重に審査が行われ、各委員からは各費目ごとに数多くの質疑が行われま
した。また、認第１号については、賛成多数で認定されました。

（質疑）�現在、運行している公共バスは、多くの市民から多少の負担が増えても継続してほしいと要望があ
るが、今後の運行についてはどのように考えているのか。

（答弁） 公共交通活性化協議会において、有料化も視野に入れて協議をしていただいている。
（質疑）市民サービスの向上や事務の効率化について、具体的にどのような対応を行っているのか。
（答弁）�総合福祉センターで行う手続きを市役所でも出来るように、市民課に設けている簡易窓口の業務拡

充を行っている。
（質疑）�現在、民生委員が欠員になっている地区は、今後どのように補充を考えているのか。また、本市の

民生委員は他市と比較して少ないと思うが、その点はどうか。
（答弁）�欠員の地区については、地元の自治会長などに相談して補充を検討している。また、本市の定数は

他市と比べて少ない状況で、今後、改選時に定員増の要望は可能と考えている。

香芝市事業者許認可等に関する調査特別委員会

第５回：８月28日　　第６回：10月５日

　委員長　福岡　憲宏　　副委員長　細井　宏純
　委　員　中川　廣美　　中村　良路　　奥山　隆俊　　下村　佳史　　中井　政友　　上田井　良二

　第５回、第６回の特別委員会を開催し、理事者から提出された資料に基づいて審査を行った。審査の主
な内容は、道路上でのし尿収集の積み替えについて、財産区財産となる「ため池」を処分する場合の奈良県
との協議について、し尿中継施設の土地取得についてなど、数多くの質疑が行われました。
　また、デマンド運行業務に関する質疑も行われました。
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細
井
宏
純 

議
員

▼
後
を
絶
た
な
い
児
童
生
徒
の
い
じ
め
、

自
殺
に
つ
い
て

（
問
）
文
部
科
学
省
は
、
平
成
26
年
度
分

の
い
じ
め
状
況
調
査
に
つ
い
て
、
報
告
を

や
り
直
す
よ
う
異
例
の
通
知
を
出
し
て
い

る
が
、
本
市
で
は
、
認
知
件
数
の
変
更
は

あ
っ
た
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
各
学
校
に
確
認
を
し
た
と

こ
ろ
、
件
数
の
変
更
は
な
か
っ
た
。

（
問
）
内
閣
府
が
公
表
し
た
自
殺
対
策
白

書
に
よ
る
と
、
長
期
休
業
前
後
の
自
殺
者

が
突
出
し
て
多
く
、
注
意
喚
起
の
通
知
も

出
て
い
る
が
、
各
学
校
の
状
況
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

〔
教
育
部
長
〕
国
か
ら
の
通
知
を
受
け
、

各
学
校
へ
文
書
で
周
知
を
行
っ
た
。
適
切

に
対
応
し
、
異
常
が
な
い
と
の
報
告
を
受

け
て
い
る
。

（
問
）
総
合
教
育
会
議
の
な
か
で
は
、
実

際
に
、
い
じ
め
や
自
殺
と
い
う
問
題
が
起

こ
ら
な
い
と
、
会
議
の
議
題
に
は
上
が
っ

て
こ
な
い
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
５
月
18
日
に
第
１
回
の
総

合
教
育
会
議
を
開
催
し
た
が
、
い
じ
め
や

自
殺
と
い
う
テ
ー
マ
は
上
が
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
新
教
育
委
員
会
制
度
で
は
、
一
つ

の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
協
議
の

場
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
教
育
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
な
か
で
、
本
市
の
教
育
委
員
の
定

数
に
つ
い
て
増
員
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

〔
教
育
長
〕
現
在
は
、
４
名
の
教
育
委
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
区
を
担
当
し
、
各

学
校
と
連
携
を
取
っ
て
早
期
の
問
題
把
握

に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
、
現
状
の
委
員

数
で
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

▼
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
（
副

作
用
）
に
つ
い
て

（
問
）
平
成
26
年
度
と
27
年
度
直
近
の
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
人
数
と
、
副

反
応
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
の

状
況
は
ど
う
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
接
種
人
数
は
、
平

成
26
年
度
が
13
名
、
27
年
度
直
近
で
は
１

名
で
あ
り
、
副
反
応
に
対
す
る
問
い
合
わ

せ
に
つ
い
て
は
特
に
な
か
っ
た
。

（
問
）
平
成
26
年
９
月
議
会
で
採
択
し
た

「
副
反
応
被
害
者
の
救
済
を
求
め
る
意
見
書
」

の
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
後
、
国
や

関
係
機
関
の
動
向
は
ど
う
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
引
き
続
き
、
積
極

的
勧
奨
は
自
粛
し
て
い
る
。
ま
た
、
症
状

に
対
す
る
診
療
の
手
引
き
が
示
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
副
反
応
の
原
因
と
し

て
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
に
係
る
遺
伝
子
と
す

る
研
究
内
容
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

※
質
疑
に
は
な
い
が
、厚
生
労
働
省
は
、任

意
接
種
被
害
に
つ
い
て
も
救
済
の
措
置
を

検
討
し
て
い
る
と
の
新
聞
掲
載
を
し
て
い
る
。

●
中
　
川
　
廣
　
美

・
次
期
市
長
選
挙
に
つ
い
て

●
河
　
杉
　
博
　
之

・�

子
ど
も
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・�

新
た
な
課
題
と
し
て
の
介
護
、
子
育

て
に
つ
い
て

●
中
　
井
　
政
　
友

・�

市
の
各
計
画
に
つ
い
て

・
介
護
問
題
に
つ
い
て

・
学
童
保
育
所
に
つ
い
て

●
池
　
田
　
英
　
子

・��
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
・
保
育
所
の
状
況
に
つ
い
て

●
中
　
山
　
武
　
彦

・
新
公
会
計
制
度
の
整
備
に
つ
い
て

・�

認
知
症
高
齢
者
な
ど
に
や
さ
し
い
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て

・�

女
性
、
若
者
を
支
援
す
る
施
策
に
つ

い
て

●
細
　
井
　
宏
　
純

・�

後
を
絶
た
な
い
児
童
生
徒
の
い
じ
め
、

自
殺
に
つ
い
て

・�

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

（
副
作
用
）
に
つ
い
て

●
上
田
井
　
良
　
二

・�

選
挙
関
連
に
つ
い
て

・
安
心
な
街
づ
く
り
に
つ
い
て

・
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

●
福
　
岡
　
憲
　
宏

・�

教
育
の
情
報
化
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
）
に
よ

る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ

い
て

・�

子
ど
も
達
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

・
自
治
会
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

●
中
　
村
　
良
　
路

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
危
機
管
理
に
つ
い
て

一
般
質
問 
質
問
者
・
項
目

　

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
９
月

24
日
か
ら
25
日
に
行
わ
れ
、
９
人
の

議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
市
の
見

解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
掲
載
は
質
問
順
）

※�

質
問
者
の
項
目
の
な
か
で
、
掲
載
し
て

い
な
い
部
分
や
詳
細
は
、
香
芝
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。
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上
田
井
良
二
　
議
員

▼
選
挙
関
連
に
つ
い
て

（
問
）
来
年
施
行
さ
れ
る
18
歳
以
上
の
選

挙
権
を
有
し
て
い
る
人
数
と
、
該
当
者
へ

の
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

〔
総
務
部
長
〕
７
月
末
現
在
の
対
象
予
定

者
は
、
17
歳
が
９
１
８
人
、
18
歳
が
８
３

５
人
の
合
計
１
７
５
３
人
で
あ
る
。

　

ま
た
、主
に
広
報
紙
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
啓
発
活
動
を
行
い
た
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
選
挙
の
投
票
率
向
上
の
た
め
に
、

投
票
所
の
増
設
に
つ
い
て
何
か
考
え
は
あ

る
の
か
。

〔
総
務
部
長
〕
現
在
は
、
投
票
所
が
27
箇

所
で
、
一
箇
所
当
た
り
の
有
権
者
数
の
平

均
が
２
２
０
０
人
で
あ
る
。
ま
た
、
３
千

人
を
超
え
る
場
合
は
、
分
割
や
再
編
成
を

行
う
と
い
う
基
準
が
あ
る
の
で
、
交
通
の

利
便
性
や
安
全
性
を
踏
ま
え
て
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

▼
安
全
な
街
づ
く
り
に
つ
い
て

（
問
）
本
市
の
犯
罪
防
止
と
、
犯
罪
抑
止

に
あ
た
っ
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
設
置

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
長
〕
市
内
の
各
駅
前
広
場

に
防
犯
カ
メ
ラ
10
台
、
公
共
バ
ス
や
パ
ッ

カ
ー
車
な
ど
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
10

台
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
問
）
現
在
の
公
共
施
設
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
今
後
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
長
〕
現
在
、公
共
施
設
に
は

１
２
５
基
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
お
り
、

今
後
は
、香
芝
警
察
署
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
、計
画
を
立
て
整
備
し
て
行
き
た
い
。

▼
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

（
問
）
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
、
他
市
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
奈
良
市
と
大
和
郡
山

市
が
、
今
年
８
月
か
ら
１
級
の
手
帳
所
持

者
を
対
象
に
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
以
外
の
市
は
す
で
に
４
月
よ
り
開
始

し
て
い
る
。

（
問
）
２
級
の
手
帳
所
持
者
に
つ
い
て
、

判
定
基
準
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
と
い
う
理

由
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
厚
生
労
働
省
よ
り
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
と
実
態
把
握
に
関
す
る
取
り
組
み

研
究
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
判
定

基
準
の
参
考
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
２
級
の
手
帳
所
持
者
を
対
象
と
し

た
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
の
実
施
時
期

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

〔
市
長
〕
２
級
の
手
帳
所
持
者
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

福
岡
憲
宏 

議
員

▼
教
育
の
情
報
化
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
）
に
よ
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

（
問
）
本
市
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
の
現
状
に
つ
い
て
。

〔
教
育
部
次
長
〕教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
18
・
６
人
に

１
台
で
、
普
通
教
室
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
率
は

36
・
９
％
で
あ
る
。

（
問
）
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
電
子
黒
板
な

ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
む
け
て
は
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、

各
教
科
学
習
や
総
合
学
習
な
ど
で
、
子
ど

も
た
ち
が
み
ず
か
ら
課
題
を
見
つ
け
て
解

決
し
て
い
く
、
共
同
型
や
双
方
型
の
授
業

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
そ
れ
ら
に
向

け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
授
業
も
有
効
だ
と

考
え
て
い
る
。

▼
子
ど
も
達
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

（
問
）
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

は
、
現
在
ど
の
よ
う
に
配
置
し
て
い
る
の

か
。

〔
教
育
部
長
〕
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
つ
い
て
は
、
県
の
ほ
う
か
ら
中
学
校
に

４
名
、
市
の
ほ
う
で
２
名
配
置
し
て
お
り
、

年
間
１
０
０
時
間
と
規
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に

つ
い
て
は
、
市
の
教
育
委
員
会
に
１
名
が

常
駐
し
て
い
る
。

（
問
）
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ
は
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
問
題
を
未

然
に
防
ぐ
目
的
で
考
案
さ
れ
た
ソ
ー
シ
ャ

ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
が
、
そ

の
取
り
組
み
の
必
要
性
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
長
〕
学
校
に
お
い
て
は
、
セ
カ
ン

ド
ス
テ
ッ
プ
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
今
後
も
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
自
治
会
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

（
問
）
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
と
も
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

設
置
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

検
討
し
て
い
る
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
長
〕
現
在
、
補
助
に
つ
い

て
は
制
度
化
に
向
け
て
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

（
問
）
自
治
会
で
の
リ
ー
ス
契
約
は
色
々

問
題
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
か
ら
補
助
金

を
出
す
場
合
は
、
リ
ー
ス
契
約
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
長
〕
全
国
を
調
べ
た
結
果
、

１
団
体
に
補
助
を
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は

あ
っ
た
が
、
自
治
会
が
リ
ー
ス
契
約
を
締

結
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
今

後
は
調
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
責
任
の
所
在
が
明

確
で
あ
り
、
運
営
を
任
さ
れ
る
も
の
で
、

法
令
の
基
準
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
可
能
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

▼
危
機
管
理
に
つ
い
て

（
問
）
市
役
所
等
で
の
盗
難
事
件
を
、
市

民
に
広
報
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

〔
企
画
部
長
〕
現
在
、
警
察
に
被
害
届
を

出
し
て
お
り
、
捜
査
結
果
が
出
て
か
ら
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
か
考
え
た
い
。

（
問
）
公
金
の
取
り
扱
い
に
問
題
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
組
織
と
し
て
、
職
員
の
管
理

体
制
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
処
を

考
え
て
い
る
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
職
務
上
の
義
務
違
反
に
つ

い
て
は
、
職
員
の
懲
戒
処
分
等
に
関
す
る

指
針
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
も
と

に
職
員
分
限
懲
戒
審
査
委
員
会
に
諮
る
こ

と
に
な
る
。

（
問
）
時
間
外
や
休
日
の
出
退
勤
は
、
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か

〔
企
画
部
長
〕
職
員
の
入
退
庁
に
つ
い
て
は
、

出
退
勤
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
管
理
し
、
休
日

は
、
庁
舎
の
出
入
口
で
記
名
す
る
よ
う
に

し
て
お
り
、
管
理
は
徹
底
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

（
問
）
市
民
へ
の
謝
罪
、
信
頼
回
復
と
今

後
の
再
発
防
止
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

〔
市
長
〕
皆
様
に
改
め
て
謝
罪
し
ま
す
。

今
後
は
、
安
全
管
理
を
徹
底
し
、
私
を
含

め
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
信
頼
回
復
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

中
川
廣
美 

議
員

▼
次
期
市
長
選
挙
に
つ
い
て

（
問
）
市
長
就
任
後
、
３
度
目
の
決
算
に

な
る
が
、
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
就
任
当
初
の
実
質
公
債
費
比
率

は
、
22
・
６
％
で
あ
っ
た
が
、
26
年
度
決

算
で
は
19
・
７
％
と
な
り
、
健
全
化
比
率

が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、
は
じ
め
て
20
％
を

切
っ
た
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
将
来
負
担

比
率
に
つ
い
て
は
、
２
３
１
％
で
あ
っ
た

も
の
が
１
６
２
・
１
％
と
な
り
、
大
き
く

改
善
し
た
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
現
時
点
で
、
平
成
28
年
度
の
予
算

編
成
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
市
長
の
任
期
が
平
成
28
年
６
月

２
日
ま
で
と
な
る
の
で
、
市
政
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
連
続
性
を
持

っ
て
、
骨
格
予
算
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で
予

算
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
問
）
市
長
就
任
後
、
市
政
に
つ
い
て
気

づ
い
た
こ
と
や
実
感
し
た
こ
と
は
ど
う
い

う
と
こ
ろ
な
の
か
。

〔
市
長
〕
市
民
の
方
々
や
各
種
団
体
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、
ま
た
、

上
牧
町
の
ご
み
焼
却
場
や
土
地
開
発
公
社

の
問
題
な
ど
就
任
し
て
は
じ
め
て
わ
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

（
問
）
市
長
と
し
て
、「
市
役
所
を
変
え
る
。

元
気
な
香
芝
に
変
え
る
。
住
み
よ
い
香
芝

に
変
え
る
。」
と
い
う
、
い
ろ
い
ろ
な
施

策
を
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
達
成
度

を
評
価
す
れ
ば
何
％
ぐ
ら
い
と
考
え
て
い

る
の
か
。

〔
市
長
〕
女
性
の
登
用
や
中
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
設
、
公
立
幼
稚
園
の
３
歳
児

保
育
、
預
か
り
保
育
の
延
長
、
産
業
振
興

な
ど
70
％
ぐ
ら
い
の
達
成
度
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
あ
と
の
30
％
は
、
残
任
期
の

な
か
で
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
次
期
市
長
選
へ
の
思
い
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
２
期
目
の
出
馬
に
つ
い
て
は
、

強
い
意
欲
を
持
っ
て
お
り
、
次
の
課
題
も

は
っ
き
り
と
し
、
も
う
少
し
香
芝
の
道
筋

を
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

（
問
）
２
期
目
へ
向
け
て
の
抱
負
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕「
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
も
よ
い
。

働
い
て
も
よ
い
。
暮
し
て
も
よ
い
。」
と

い
う
、
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
本
市
は
、
唯
一
人
口
が
伸
び

て
い
く
ま
ち
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
多

く
、
将
来
を
語
れ
る
ま
ち
だ
と
思
っ
て
お

り
、
本
市
な
ら
で
は
の
創
生
を
い
か
に
し

て
い
く
の
か
、
そ
の
か
じ
取
り
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
村
良
路 

議
員

▼
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

（
問
）
保
護
者
が
、
就
職
活
動
や
入
院
な

ど
で
、
子
ど
も
を
保
育
で
き
な
い
場
合
は
、

一
時
的
に
保
育
す
る
こ
と
は
出
来
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
就
職
活
動
な
ど
で
、

保
育
所
に
申
し
込
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る

が
、
現
在
は
あ
き
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

（
問
）
保
育
所
に
あ
き
が
な
く
、
入
所
で

き
な
い
状
況
を
解
決
す
る
に
は
、
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
よ
い
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
現
在
は
、
認
可
外

の
保
育
園
や
一
時
保
育
子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
、
ま
た
、
短
期
入
所
の
施
設
を
案
内

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

（
問
）
公
立
保
育
所
の
一
時
保
育
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
現
在
、
公
立
保
育

所
で
の
一
時
保
育
は
実
施
し
て
い
な
い
。

（
問
）
事
業
所
な
ど
に
、
託
児
所
や
保
育

所
な
ど
の
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
子
ど
も
の
安
全
や

保
護
者
の
安
心
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

今
後
は
充
実
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

（
問
）
市
内
の
企
業
が
共
同
で
、
託
児
所

や
保
育
所
を
運
営
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
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河
杉
博
之 

議
員

▼
子
ど
も
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

（
問
）
今
年
６
月
の
時
点
で
、
公
立
幼
稚

園
の
稼
働
率
が
40
％
前
半
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
今
後
の
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
幼
稚
園
計
画
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
今
年
４
月
以
降
、
今
後
の

幼
稚
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
懇
話
会
を
実

施
し
、
社
会
的
資
源
を
ど
う
い
か
す
か
、

ま
た
、
保
育
や
教
育
ニ
ー
ズ
に
ど
う
応
え

ら
れ
る
か
な
ど
、
子
ど
も
園
化
も
含
め
協

議
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
幼
稚
園
の
稼
働
率
を
上
げ
て
い
く

た
め
に
、
３
年
保
育
や
幼
保
一
元
化
、
預

か
り
保
育
の
実
施
、
ま
た
、
教
員
の
資
質

向
上
な
ど
、
特
色
あ
る
幼
稚
園
の
取
り
組

み
や
課
題
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
現
在
は
、
２
つ
の
幼
稚
園
で
、

３
年
保
育
や
一
時
預
か
り
保
育
、
ま
た
、

幼
稚
園
と
保
育
所
の
人
事
交
流
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

（
問
）
来
年
度
は
、
市
長
選
挙
が
実
施
さ

れ
る
の
で
、
骨
格
予
算
に
な
る
と
思
う
が
、

子
ど
も
園
化
に
向
け
た
予
算
編
成
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
子
ど
も
園
化
に
向
け
た
予
算
編

成
に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
新
た
な
課
題
と
し
て
の
介
護
、
子
育
て

に
つ
い
て

（
問
）
次
の
福
祉
計
画
に
つ
い
て
、
介
護

と
子
育
て
を
同
時
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
と
し
て
、「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
と
い
う

こ
と
で
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
点
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
親
の
介
護
と
子
育
て

の
両
方
で
、
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
世
帯

が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
認
識
を

し
て
い
る
。

（
問
）
今
後
、
介
護
と
子
育
て
の
相
談
窓

口
を
創
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
現
在
は
、
各
窓
口
で

相
談
業
務
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
に

お
け
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

横
と
の
連
携
等
が
で
き
る
所
管
の
設
置
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
子
ど
も
園
や
介
護
施
設
の
充
実
、

と
併
せ
て
、
多
世
代
の
交
流
が
で
き
る
よ

う
な
場
所
づ
く
り
の
具
現
化
を
、
今
後
、

検
討
す
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
現
在
は
、
各
施
策
を

分
野
ご
と
に
進
め
て
い
る
が
、
今
後
は
、

子
育
て
や
介
護
に
横
断
的
に
か
か
わ
れ
る

専
門
機
関
の
設
置
、
ま
た
、
福
祉
に
つ
い

て
の
一
括
相
談
が
で
き
る
よ
う
な
、
窓
口

の
総
合
化
が
進
ん
で
い
く
と
考
え
て
い
る
。

中
井
政
友 

議
員

▼
市
の
各
計
画
に
つ
い
て

（
問
）
今
年
度
の
各
種
計
画
の
策
定
予
定

は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
本
市
の
総
合
計
画
の
後
期

基
本
計
画
や
、
女
性
雇
用
に
関
す
る
推
進

計
画
の
特
定
事
業
主
行
動
計
画
な
ど
の
策

定
を
予
定
し
て
い
る
。

（
問
）
本
市
の
総
合
計
画
の
位
置
づ
け
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
本
市
の
将
来
像
を
示
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
と
そ
の
実
現
の

施
策
を
明
ら
か
に
す
る
計
画
で
あ
る
。

（
問
）
本
市
の
総
合
計
画
と
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
本
市
の
総
合
計
画

を
上
位
計
画
と
し
、
都
市
計
画
道
路
や
総

合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
を
示
す
た
め
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
策
定
さ
れ
て
い
る
。

（
問
）
財
政
的
に
は
、
本
市
の
公
共
施
設

の
更
新
計
画
に
つ
い
て
、
必
要
経
費
が
約

２
・
８
倍
に
な
る
と
の
試
算
が
出
て
い
る

が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
総
務
部
次
長
〕
今
後
、
策
定
す
る
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
よ
り
、
財
政

の
平
準
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

▼
介
護
問
題
に
つ
い
て

（
問
）
介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
て
、
４

月
以
降
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

〔
健
康
局
長
〕
本
市
も
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
介
護
保
険
利
用
者
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
受
給
者
も
増
え
て
き
て
い
る
。

（
問
）
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て
、
課
題
や
目
標
は
ど
う
か
。

〔
健
康
局
長
〕
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
て
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら

せ
る
よ
う
支
援
し
た
い
。
ま
た
、
今
後
の

課
題
は
医
療
と
の
連
携
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
今
後
の
介
護
認
定
の
申
請
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

活
用
し
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
た
い
。

（
問
）
低
所
得
者
に
対
す
る
介
護
保
険
料

の
減
免
措
置
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

検
討
し
て
い
る
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕
市
独
自
の
減
免
制
度
は
な

い
が
、今
後
の
法
改
正
に
準
じ
て
い
き
た
い
。

▼
学
童
保
育
所
に
つ
い
て

（
問
）
学
童
保
育
所
に
つ
い
て
、
今
年
度

の
入
所
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
現
在
８
２
１
名
が
在
籍
し
て

お
り
、昨
年
度
よ
り
１
７
２
名
増
え
て
い
る
。

（
問
）
保
護
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
受
け
て
、
今
後
、
検
討
し
て
い

る
こ
と
は
あ
る
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
保
育
時
間
の
延
長
や
保

育
料
金
の
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。
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（
問
）
保
育
所
の
待
機
児
童
に
つ
い
て
、

現
在
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
今
年
９
月
１
日
の

時
点
で
、
待
機
児
童
は
30
名
で
あ
る
。

（
問
）
み
つ
わ
保
育
所
の
建
替
え
工
事
が

完
了
す
れ
ば
、
保
育
所
の
定
員
は
増
え
る

こ
と
に
な
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
今
後
は
、
新
た
に

約
40
名
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

（
問
）
志
都
美
保
育
所
の
整
備
に
つ
い
て
、

現
在
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
現
在
は
、
遊
戯
室

を
確
保
し
て
お
り
、
０
、１
歳
児
の
保
育

室
も
改
装
し
て
受
け
入
れ
人
数
も
増
え
て

い
る
。

（
問
）
志
都
美
保
育
所
の
運
営
を
社
会
福

祉
協
議
会
へ
移
管
す
る
に
あ
た
り
、
保
護

者
に
は
ど
の
よ
う
に
説
明
し
た
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
今
年
４
月
か
ら
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
運
営
を
移
管
し
て
い

る
と
説
明
を
行
っ
た
。

（
問
）
保
育
士
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま

継
続
し
て
雇
用
が
で
き
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
保
育
士
の
雇
用
に

つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
っ
か

り
協
議
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
申
請
当
時
は
公
立
保
育
所
で
あ
っ

た
も
の
が
、
民
営
化
に
な
る
こ
と
に
つ
い

て
は
保
護
者
の
理
解
を
得
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
多
く
の
説
明
を
行

い
、
理
解
を
得
た
と
考
え
て
い
る
。

池
田
英
子 

議
員

▼
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

（
問
）
子
ど
も
た
ち
が
事
件
な
ど
に
巻
き

込
ま
れ
た
場
合
、
学
校
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
緊
急
時
を
想
定
し
た
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、
子

ど
も
の
安
全
を
最
優
先
に
考
え
て
い
る
。

（
問
）
事
件
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
子
ど

も
に
対
す
る
ケ
ア
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
指
導
主
事
や
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
学
校
に
派
遣
し
、
支
援
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
今
年
２
月
19
日
に
香
芝
市
生
活
安

全
推
進
協
議
会
が
開
か
れ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
内
容
だ
っ
た
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
長
〕
今
年
度
の
事
業
計
画

や
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
警
察

や
市
民
の
連
携
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
。

（
問
）
通
学
路
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
学

校
の
近
く
か
ら
増
や
し
て
い
く
と
聞
い
て

い
る
が
、
そ
の
状
況
は
ど
う
か
。

〔
教
育
部
長
〕
学
校
か
ら
の
要
望
や
危
険

箇
所
の
状
況
を
検
討
し
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の
設
置
が
望
ま
し
い
場
合
は
、
道
路
管

理
者
が
順
次
対
応
し
て
い
る
。

▼
保
育
所
の
状
況
に
つ
い
て

中
山
武
彦 

議
員

▼
新
公
会
計
制
度
の
整
備
に
つ
い
て

（
問
）
現
在
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
公

会
計
の
運
用
を
し
て
い
る
の
か
。

〔
総
務
部
次
長
〕
本
市
で
は
、
平
成
19
年

度
か
ら
、
総
務
省
方
式
の
改
訂
モ
デ
ル
で

運
用
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
新
公
会
計
制
度
を
導
入
す
る
意
義

や
目
的
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

〔
総
務
部
次
長
〕
こ
れ
ま
で
見
え
て
こ
な

か
っ
た
コ
ス
ト
情
報
、
資
産
や
負
債
の
ス

ト
ッ
ク
情
報
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。

（
問
）
平
成
28
年
度
予
算
か
ら
導
入
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
仕
訳
方
法
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
総
務
部
次
長
〕
現
在
、
財
務
会
計
シ
ス

テ
ム
機
能
の
拡
張
を
メ
ー
カ
ー
と
共
に
開

発
し
て
お
り
、
今
後
、
日
々
仕
訳
の
導
入

を
予
定
し
て
い
る
。

（
問
）
固
定
資
産
台
帳
を
公
開
し
て
、
民

間
の
事
業
提
案
に
活
用
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

〔
総
務
部
次
長
〕
総
務
省
の
活
用
例
の
一

部
に
民
間
事
業
者
の
活
用
が
有
益
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
検
討
し
た
い
。

▼
認
知
症
高
齢
者
な
ど
に
や
さ
し
い
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て

（
問
）
認
知
症
の
高
齢
者
に
つ
い
て
、
本

市
は
ど
の
よ
う
に
推
計
し
て
い
る
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕
平
成
27
年
度
は
、
要
介
護

認
定
者
で
軽
度
の
方
は
55
・
６
％
で
あ
る

が
、
10
年
後
は
約
３
％
ほ
ど
伸
び
る
と
推

計
し
て
い
る
。

（
問
）
比
較
的
介
護
度
が
低
い
方
の
支
援

は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕「
笑
い
の
わ
」
や
「
脳
の
健

康
教
室
」
な
ど
の
介
護
予
防
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

（
問
）
認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
普
及
・

啓
発
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
お
り
、
今
後
は
窓
口
な
ど
で
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

▼
女
性
、若
者
を
支
援
す
る
施
策
に
つ
い
て

（
問
）
女
性
活
躍
推
進
法
に
つ
い
て
、
そ

の
概
要
や
目
的
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
国
の
成
長
戦
略
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
女
性
の
能
力
を
最
大
限
に

引
き
出
す
た
め
の
法
律
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
女
性
起
業
者
や
管
理
職
の
交
流
会

な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
ま
ず
は
、
活
躍
さ
れ

て
い
る
女
性
の
把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
女
性
の
活
躍
の
た
め
に
、子
育
て
支

援
を
含
め
た
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
、

そ
の
点
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
今
後
は
、
企
業
に
も
協
力
を
要

請
し
、
女
性
も
男
性
も
共
に
活
躍
で
き
る

場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
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議会だより 第１４９号  平成２７年１１月２４日　

　傍聴を希望される方は、市役所5階
議会事務局で、傍聴人受付簿に住所、
氏名及び年齢を記入していただくと、
傍聴することができます。
◆定員／議場　４４人
◆�本会議の状況は、庁舎１階ロビーの

モニターでもご覧いただけます。

香芝市議会ホームページ http://www.city.kashiba.lg.jp/shigikai/

平成２７年１２月定例会会期（予定）

香芝市議会情報のご案内

平
成
27
年

●
８
月

　
　

19
日　

中
学
生
議
会

　
　

24
日　

五
條
市
議
会
視
察
研
修
の
た
め
来
庁

　
　

25
日　

第
５
回
臨
時
会

　
　

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

葛
城
地
区
清
掃
事
務
組
合
議
会

　
　

28
日　

�

第
５
回
香
芝
市
事
業
者
許
認
可
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

●
９
月

　
　

７
日　

本
会
議

　
　

９
日　

総
務
企
画
委
員
会

　
　

10
日　

福
祉
教
育
委
員
会

　
　

11
日　

建
設
水
道
委
員
会

　
　

14
日
～
15
日　

決
算
特
別
委
員
会

　
　

24
日
～
25
日　

一
般
質
問

　
　

30
日　

本
会
議

●
10
月

　
　

５
日　

�

第
６
回
香
芝
市
事
業
者
許
認
可
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

　
　

15
日　

�

和
歌
山
県
紀
美
野
町
議
会
視
察
研
修
の
た
め

来
庁

　
　

20
日　

香
芝
・
王
寺
環
境
施
設
組
合
議
会

　
　

26
日　

�

第
７
回
香
芝
市
事
業
者
許
認
可
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

　
　

27
日
～
28
日　

�

奈
良
県
市
議
会
議
長
会
県
外
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
企
画
委
員
会
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
【
岐
阜
県
関
市
・
滋
賀
県
栗
東
市
】

　
　

30
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

●
11
月

　
　

５
日
～
６
日　

福
祉
教
育
委
員
会
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
【
愛
知
県
豊
明
市
・
愛
知
県
大
府
市
】

　
　

９
日
～
10
日　

建
設
水
道
委
員
会
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
【
広
島
県
広
島
市
・
広
島
県
三
原
市
】

　
　

16
日
～
17
日　

�

香
芝
・
王
寺
環
境
施
設
組
合
議
会
視

察
研
修

　
　

17
日　

奈
良
県
市
議
会
議
長
会

　
　

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

　本会議（一般質問など）や常任委員会（総務企画委員会、福祉教育委
員会、建設水道委員会）、議会運営委員会、特別委員会などの会議録の
検索、議案の議決結果、議員紹介、議会改革のあゆみ、傍聴の手続き、
本会議の録画配信など香芝市議会の情報を幅広くご覧いただけます。

　

11
月
も
半
ば
を
過
ぎ
、
冬
の
到
来
も
間
近
に

迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
大
変
な
猛
暑
で
し
た
が
、
例
年

よ
り
も
秋
の
訪
れ
が
早
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
な
ど
数
々
の
催
し
が
開
催
さ
れ
、
お

子
さ
ん
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、
大
勢
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

さ
て
、
香
芝
市
議
会
で
は
、
昨
年
12
月
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
録
画
配
信
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
約
１
年
間
に
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
７
，
２
０
０

回
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
、開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
発
信
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
合
せ
〕 

ＴＥＬ
７
７-

８
２
２
１

議
会
事
務
局
内

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

   

委
員
長　

中
川
廣
美

副
委
員
長　

中
村
良
路

　
　
　

委　
　

員　

河
杉
博
之

〃　

 　
細
井
宏
純

　

 

〃　
　

 

奥
山
隆
俊

〃　
　

 

池
田
英
子

月 日（曜日） 会　議　名 
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２日㈬ 本 会 議
４日㈮ 総務企画委員会
７日㈪ 福祉教育委員会
８日㈫ 建設水道委員会

14日㈪～15日㈫ 一 般 質 問
18日㈮ 本 会 議

※正式な会期・日程案は、議会運営委員会で決定されます。


